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平成２８年度　一般試験研究  中間評価課題

  関連菌株計938株を収集（保健所、食
肉衛生検査所、臨床検査センター等から
の分与株と衛研分離株）し、検出頻度の
高い株の特徴を解析した。

平成２７年度

  道内保健所・食肉衛生検査所に導入可能で、細菌性食中毒・感染症発生時の原因菌特定や食品衛生
管理にも利用可能な迅速・効率的な検査法を構築することを目的とする。

 ・ 食中毒の分離菌、食肉衛生検査所での分離菌、感染症発生動向調査による菌（STEC等）につい
  て、菌の特徴などを把握し、現行検査方法の問題点・改善点等を検討する。
 ・ 新たな培地を用いた培養法、リアルタイムPCRの利用方法、効率的な毒素産生試験方法等の検
  討を行い、新たな検査方法を構築する。
 ・ 構築した検査方法について保存菌株による検証を行い検査標準作業書を作成し、研修会やホー
  ムページ等を活用して広く伝達普及する。

課　題
担当者

中間１
課題
番号

２６０４  人獣共通感染症を含む細菌感染症検査技術向上に関する研究

研究目的

研究内容

・ 保健所試験検査担当者・食肉食鳥肉検査員研修会を開催し、構築した迅速・効率的な検査方法を伝達講習
・ 保健所の食品検査、食肉衛生検査所での食肉検査等に活用され、道産食品の安全性の確保に貢献
・ ホームページを利用し、道内発生STEC等の諸性状等情報を民間検査機関や医療関係者へ広く普及

①豚丹毒菌、レンサ球菌、STEC等の現行検査方法
の検証と問題点の把握　②菌株、情報の収集等

関係施策
行政検査

○ 研究ニーズ（背景、必要性、緊急性）

  ・　食品の流通の多様化や食習慣の変化、人の交流の広がりに伴い、細菌性の食中毒・感染症が複雑化、多様
　　化、広域化しており、迅速かつ効率的な原因菌の分離同定法の確立は重要な課題となっている。
　・　感染症の発生予防、蔓延防止を図るため、道内流行株の特徴の研究や、道内保健所・食肉衛生検査所での迅
　　速検査が求められており、リアルタイムPCRを用いた検査法の検討が喫緊の課題となっている。
　・　また、新たな培地の導入や検査技術の効率化について、道内の様々な事例を踏まえ、一括的な検討・評価が
　　求められている。

進 捗 状 況主な目標（項目）

  北海道感染症予防計画
  北海道食の安全・安心条例、食品衛生法に基づく食中毒検査

①豚丹毒菌、レンサ球菌、STEC等について、リア
ルタイムPCRの利用方法、培地の検証、培養方法の
検討を行い、検査法を構築

○ 成果の活用策（活用の可能性）

年 次 等

平成２９年度

平成２８年度

①構築した検査方法について、保健所・食肉衛生
検査所での導入　②改善点の検討　③検査標準作
業書の作成　④研修会等を活用した伝達普及

研究期間 平成２７～２９年度

○ 研究の進捗状況

道が取り組む必要性○

　・　道内での腸管出血性大腸菌（STEC）の発生、と畜検査における豚丹毒・敗血症が増加する中、発生予防・蔓
    延防止策の構築、迅速な検査法の確立などは道の食品衛生上の重要な課題である。大学・民間検査所などで研
    究困難な検査法等の確立について道内検査機関の設備等に配慮した上で、検討を進める必要がある。

自己評価 Ａ・Ｂ・Ｃ

外部評価 Ａ・Ｂ・Ｃ

総合評価

適・否

Ａ・Ｂ・Ｃ
　保健所や食肉衛生検査所で実施している検査方法を検証するほか、菌株収集及び菌株
の特徴等の解析が計画どおり進んでいる。

継続判定

適・否

同 上

評価結果

  菌株収集及び菌株の特徴解析が計画通り進んでおり、これまで食肉衛生検査
所で必要とされる検査法の方向性が明らかとなった。　・また、STECやサルモ
ネラ感染症について、その病原体情報を関係者に随時提供している。

説　　　明


